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観光ビジネスコース　第 6回観光シンポジウム「共生社会を、つなぐ。」
開催日 2015年 10月 28日
基調講演「障がい者理解を深めるために」
ＮＨＫ大阪放送局制作部　チーフプロデューサー
日比野　和　雅
　今日のテーマは「福祉」の課題をクリエイティブにプロデュースする方法
と、福祉のジャンルというのはクリエイティブな要素がたくさんあるというこ
とをお話しできればと思います。たぶん観光ビジネスの中にも、福祉の要素が
入ってくるでしょうし、2020年の東京オリンピック、パラリンピックに向け
ては様々な福祉の課題がこれから出てきます。そこをこれまでの福祉的なアプ
ローチではなく、もっとクリエイティブにアプローチしていくとワクワクする
ことが色々ありますので、その辺を見ていきたいなぁと思っています。
【障がい者の印象】
　まず、先にイメージトレーニングをして欲しいのですが、「障がい者」と聞
いて皆さんが一般的にイメージする言葉を 3つほど思い浮かべてみて下さい。
もし、お手元に紙がありましたらちょっと書きだしてみて下さい。この後、1
分ほど書いてもらえますか。それで、皆さんにお聞きしますから。よろしいで
すか。1分経ちましたね。それでは、このあたりの学生に聞いてみようかな。
障がい者からイメージする言葉は？
学生 A「ハンデ、バリアフリー、車椅子」、学生 B「バリアフリー、ノーマラ
イゼーション、ホスピタリティ」、学生 C「バリアフリー、様々な障害、理解」、
学生 D「不自由、生活しづらい、大変そう」、学生 E「車椅子、杖、言葉」、
学生 F「バリアフリー、車椅子、老人」
九州国際大学　国際関係学論集　第 11巻　第 1・2合併号（2016）
― 44 ―
日比野氏：「バリアフリー」という言葉が出てきていますね。もう１列聞いて
　いいですか。
学生G「不自由、ハンデ、バリアフリー」、学生H「杖、バリアフリー、車椅子」
日比野氏：車椅子、案外多いな。
学生 I「車椅子、介護、バリアフリー」、学生 J「車椅子、バリアフリー、不自
由」、学生 K「バリアフリー、車椅子、ユニバーサルデザイン」、学生 L「介護、
車椅子、バリアフリー」
　はい。ありがとうございます。意外なのは「バリアフリー」というキーワー
ドですね。皆さんの中に、将来、これ（バリアフリー）が進めばいいと思う気
持ちがあるのかもしれませんね。それと、「障がい者 =車椅子」とイメージす
る人が多いかな。ほかには「介護」、「助けなければいけない」、そして、「不自
由」「大変そう」このあたりでしょうか。
　実は、決して出てこないキーワードがあるのですが…。
　まずは、いまのキーワードを聞いてしたいことは、みなさんの中で Eテレ
の「バリバラ」を見たことある人、手を挙げてもらえますか？　ほとんど、
いないですよね。ここまでいないと気持ちいいぐらいです。「バリバラ」とい
う番組はバリアフリーバラエティーなのですが、ついこの間は、「クローズ
ZERO」、「妖怪大戦争」、「藁の楯」などを撮った三池崇史監督がゲストとし
て来てくださいました。三池監督は「世界一好きなテレビ番組はバリバラだ」
とあちこちで宣伝してくださっています。この番組は、障がい者の番組なので
すが、それまでの地味な感じから１歩踏み出した形で 3年前から始めました。
そして、一番、僕たちの基本となった企画が「SHOW−1グランプリ」とい
うものです。漫才のM−1グランプリと障がい者の「障」と見せる「ショー」
をひっかけて SHOW−1グランプリと称して、「日本で一番面白い障がい者パ
フォーマーは誰か」というのを何回かやっているのですが、そのコントを 1つ
見て頂いて、皆さんが今抱いている（障がい者の）イメージが合っているのか、
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かけ離れているのかを考えてみてください。
＜ SHOW−１グランプリ　脳性マヒブラザーズ　コントVTR＞
♪コント「お医者さん」
医者：次の患者さんどうぞ。
患者：は～い。
医者：どうされましたか？
患者：いや、ずっと体調が悪いんですよ。
医者：体調が悪いんですか？
患者：多分、風邪だと思うんですね。
医者：風邪ね。で、症状は？
患者：手が動かない。体も震える。上手くしゃべれない。
医者：ちょっと…早口言葉で、生麦生米生卵と言ってもらってもいいですか？
患者：はい。生麦生米生卵…。
医者：もっと、早く。
患者：生□△○米□□○卵。
医者：わかりました。あなた風邪じゃなくて脳性麻痺ですね。
患者：いやいや、風邪だとおもいますけど。
医者：ちなみに、その症状はいつからですか？
患者：子供の頃から…。
医者：絶対、脳性麻痺です。
患者：風邪だと思います。
医者：脳性麻痺です。
患者：風邪です。
医者：脳性麻痺です。
患者：風邪です。
医者：分かりましたよ。胸の音を聞くので服脱いでください？　ちょっと、こ
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　　　の人やっかいだわ。ちょっと、服脱げないんですか？
患者：時間かかるの。
医者：時間かかるって、どれくらいかかるんですか？
患者：2時間半！
医者：かかりすぎだわ。次、血液検査します。注射しますから。
患者：注射 ?!　僕、痛いのイヤッ！
医者：イヤッて…落ち着いて下さい！　腕出して下さい！
患者：（腕をだして暴れる）
医者：腕出してください、いきますよ、じっとしていて下さい！
患者：風邪で震える～。
医者：脳性麻痺でしょ‼　じっと、してて下さいッ‼　いきますよ～。
患者：（医者の腕を強く振りほどく。）
医者：イテッ‼
患者：ごめんなさい。
医者：あ～、（注射が）刺さっちゃった。…。じゃ、次！　ちょっと尿検査し
　　　ましょう。トイレに行って、このコップにおしっこしてきて下さい。
患者：分かりました。
医者：大丈夫かな、この人。
※診察室で排尿する患者。
医者：ちょっと、そんな所でしないで下さいよ‼
患者：めんどうくさい。（震え始める。）
医者：あぁ～溢れてきていますね。いっぱい入った？　震えていますよ。
患者：風邪なんですよ。
医者：脳性麻痺です。
患者：風邪です。
医者：脳性麻痺です。
※患者は、震えを抑えられず、紙コップの尿を医者の頭からかけてしまう。慌
観光ビジネスコース　第 6回観光シンポジウム（日比野　和雅）
― 47 ―
　てて顔を拭く医者。
患者：やっぱり、私は脳性麻痺か。
医者：いいかげんにしろッ。
医者・患者：どうも、ありがとうございました。
　SHOW−1グランプリ第 1回目、2012年の優勝者で「脳性マヒブラザーズ」
という新潟出身のお笑い芸人さんです。本人たちはプロですから色々な所で呼
ばれてやっていますが、障がい者のイメージというのは、こういう面白いとい
うのもあるんですが、これをみたらさっきのイメージとはちょっと違うなぁと
いうことが分かるのではないかと思います。バリバラが始まる前に、僕達は「き
らっといきる」という障がい者番組を作っていたんですね。その障がい者番組
の、まぁ今も障がい者番組をなんですが（笑）、「きらっといきる」という従来
の福祉番組で、1組もしくは 1人の主人公が 30分間の枠の中でドキュメント
とスタジオでお話をするという企画があって、その時に彼らが来てくれて取
材をしました。その時のタイトルが「感動するな、笑ってくれ」だったんです
ね。どういうことかというと、彼らが地方に呼ばれてコントを見せます。する
と、アンケートを書いてもらうのですが、アンケートに「面白かった」と書い
てくれないというんですね。「面白くてやっているのに感動しました」と書か
れる。「いやいや、感動される対象ではないんで、俺たちは」と言いながらも、
やはりどうしても「感動した」となってしまう。確かに、ネタが面白くないと
きもあるのですが、それよりも「感動した」と書かれることがショックで、何
とかならないかという番組を作ったことがあって…。それ以来ですね、一体、
障がい者の番組はこれまで通りの、従来のイメージのままでよいのだろうかと
いうことから始まり、それで我々の「きらっといきる」という番組から大きく
一歩踏み出そうということになりました。ここで、クリエイティブにアプロー
チするにはどうしたらよいか、障がい者は本当に可哀そうなのか、本当に地味
なのかといったことを考えまして、クリエイティブにプロデュースする方法
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を、「バリバラ」を立ち上げたときに考えました。
　まず、一つ目が「常識を疑う」。そもそも本当に大変なことは一体何なのか。
障がい者はどういう立場にいるのかということを考えました。そして、それま
では障がい者の番組を作る時はドキュメンタリーという手法だったのですが、
そうではなくて、全然違う真逆の、180度違うバライティーでアプローチして
はどうだろうかと考えました。これが、一つ、私達「福祉」の課題ですね。一
回ですね、いままでのアプローチから全然違う方法でやってみたらどうなるん
だろうということを考えたときの方法です。
　そして、次ですが、「バリバラ」＝バリアフリーバラエティーといいますが、
では、なぜ、障がい者とバラエティーをかけあわせたのか。ドキュメンタリー
とバラエティーの違いは何だと思いますか。
　いまのテレビは、リアルであることが求められているんです。バラエティー
番組の面白い所というのは、どれ位リアリティーがあるかなのです。今はも
う、嘘っぽいモノは誰もが飽きている。水戸黄門やサザエさんもそうですけ
ど、お約束でずっと決まっていて、それに乗っかってわかった上で笑っている
というスタイルは別として、やはり、タレントさんの素顔とか、本当はどう考
えているのか、ドラマで演技している部分ではないリアルが求められているの
です。よくドキュメンタリーの方がリアリティーがあるのではないかと言われ
ますが、実は、そうではありません。ドキュメンタリーの定義というのは、「取
材対象に演出を加えることなく、ありのままに記録された映像を編集してまと
めたもの」とされています。ありのままに記録されたとありますが、一般的に
ドキュメンタリーとは、制作者の意図や主観を含めずに事実の描写をしてい
く。一方、ドラマは想像の世界で創作されフィクションと認識されているもの
です。本質的には差がないのではないかという評論家もいます。ちなみにバラ
エティー番組というのは、一般的に言われているのは、歌やコント、コメディ
あるいは視聴者参加型の企画などいくつかの種類の娯楽を組み合わせた番組
のことなんですね。いまではバラエティー番組の多くがトーク番組と言われ、
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トーク番組と企画モノで作り上げていきますが、特に、トーク番組についてい
えば最近ですとやはりリアリティーは、ドキュメンタリーとバラエティーでは
差がないと考えられています。
　先の脳性マヒブラザーズを一度、「きらっといきる」というドキュメンタ
リーのジャンルで取材したときは、彼らの日常の中で「こういうところでコン
トをしました」「ここでやっている」という状況をカメラに収めて、そして、
そこに至るまでの彼らの葛藤や苦悩を描き出していくことで、彼らの実像を伝
えようとしました。では、先ほど見たところにコントをいれてショーアップし
て、競い合うのですがどれくらいリアリティーに差があるのかと言うと、僕は
そんなに差は無いかなと思っていて、さっきのコントの中には非常に重要でい
ろんな情報が詰め込まれています。それは、3分間のコントですけど、脳性麻
痺の震える症状、そして、彼らが言いたい「僕たち、別に可哀そうではないで
すよ」という風刺的なメッセージなどを彼らはコントに情報として埋め込んで
いるんですね。それは、リアリティーへとつながっていくのではないかと思っ
ています。
【街中のバリアフリー】
　次に、街中のバリアフリーについて見ていこうと思います。
　さて、この写真は埼玉県のとある信用金庫の写真（図①）なのですが、変だ
なというのがわかりますよね？　そう、スロープですよね。あれ、車椅子使え
ると思う？　絶対、使えないよね。良かれと思って作ったのだと思いますが、
僕らはこういうのを「なんちゃってバリアフリー」と言うんですが。次、いく
よ。これちょっと難しいんですけど。車が走らない橋に点字ブロックができて
いるんですけど、これのどこが変かわかりますか？（図②）これも「なんちゃっ
てバリアフリー」なんですけど。これは難しいですね。これ、わかる人いるか
なぁ？　よく見て、隣の人と 3分間考えて。かなり上級モデルで、面白いん
ですけど。わかった人？　いらないものがあるけど、どれ？　これを説明する
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と、テレビは面白くなくなるんですよね。僕らはこういうのを発見すると、ど
うやってアプローチして、どう見せていくのかというのを考えてVTRを作り
上げるのですが、それをご覧ください。
＜バリバラ「珍百景」　VTR＞
■階段付きスロープ（図 1）　
ナレーション：埼玉県のとある金融機関、建物の右手に注目。キャシュコー
ナー出入り口に設置されたスロープ。車椅子利用者のためのものだろうか。
一見、普通のスロープのようだ。しかし、何と階段が。これでは、車椅子の
人が利用できない。さらに不思議な張り紙。「スロープは正面入口横にあり
ます」。確かに、正面には段のないスロープがある。ただし、こちらの入り
口は、午後 3時まで。埼玉県で見たバリバラ珍百景、それは世にも不思議な
階段付きスロープ。
MC（山本シュウ）：これ何 ?　
大橋グレース（レギュラー出演者）：このスロープは平成 16年にできたんで
すが、こんなスロープになったのには訳があるんです。ここ（階段の下）に、
市の水道設備で量水器があるため最後までスロープが延ばせなかったんです
ね。
■渡れない橋（図 2）
ナレーション：埼玉県朝霞市を東西に流れる黒目川。平成 11年、総工費
２億５千万円をかけたスタイリッシュな橋が建設された。通行できるのは自
転車と歩行者のみ。駅への近道にもなっており地元の住民が多く利用してい
る。
市民の声：こんな殺風景な所にね、モダンな橋を作ってくれて、ふふ、喜んで
います。
ナレーション：市民の評判も上々。さらに視覚に障害がある人が安全に歩行で
きるよう点字ブロックが敷かれている。橋の中央には風車を思わせる洒落た
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デザイン。点字ブロックはそれを囲む様に右周り、左周りどちらも歩行可能
な設計になっている。いったいこの橋のどこが珍風景なのだろうか。全盲の
山賀信行さんに実際に橋を歩いてもらった。しかし…
山賀さん：字幕（橋はまっすぐじゃないの？）（微妙なカーブって方向がわか
らなくなるんだよな…）（あれ、おかしいなぁ）
※点字ブロックに沿ってぐるぐると橋の上を周り始める山賀さん。
ナレーション：とうとう 2週目に突入。結局、来た道を戻ってしまった。
MC2：全盲の山賀さんに歩いてもらっていましたけど、山賀さんの感想では
歩きづらい。半円だったら。
MC1（山本シュウ）：そもそもさぁ、まわらなあかんか？
MC2：風車のために。
大橋グレース：周って戻ったら、どこに行っているかわからないですよね。
　
　橋（の中央）に真っ直ぐにしておけば何の問題もないのに、このような珍百
景が日本中のあちこちにありまして、いろいろな情報が寄せられています。千
葉県のある駅前の広場では、点字ブロックがデザインされているかのように
点々と散りばめられていたり、進んでいくと突き当りが壁だったりといった
ものもたくさんあります。これを僕らはどういう風にクリエイティブにプロ
デュースするかというのをみなさんにお伝えしたいと思います。
　まず、説明をしない。最初からここはおかしくて、ここはこうでと一から
説明をしてしまうと何も印象に残らないんですよね。最初に何をするかとい
うと、相手に問いかけて、考えるプロセスを追体験してもらう。これをするこ
とによって、押し付けがましくないというか、説教臭くしないことで皆さん
がちょっと考えてみようかなという番組になるんです。従来の福祉型、僕たち
NHKが作りがちな番組にしてしまうとああいう風にはならない。先ほどの（珍
百景）は、完全にバラエティーの手法を使っています。引っ張って、引っ張っ
て、引っ張って最後に答えを出すというやり方です。さらに、ここがダメでこ
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こがおかしいですよね、というのを上から目線でやってしまうと人はひいてし
まいます。実は、バリバラ流のやり方というのがあって、これが非常に有効な
方法なんです。関西人だと「あ～っ」となるんですが、そう、「ツッコミ」で
す。橋の点字ブロックにしても、（MCの）山本シュウさんが、「え～っ」と
ツッコミを入れていくことで、全然、変わってきます。「ツッコム」ことで人
が「笑う」、笑った後で、人は「考える」。「ツッコんで、笑って、考える」と
いう風にして、僕たちはバリバラを作っています。
　これが先ほどいいましたクリエイティブにプロデュースする方法であり、説
明しないでとにかく考えるプロセスを追体験してもらうことにつながります。
とにかく、ここを中心に考えています。
【あなたならどうする？】
　僕たちは、相手に問いかけることを有効な手段として良く使うのですが、
「あなたならどうする」というのを問い掛けたいと思います。私たちは生放送
を年に数回やるのですが、ある設定を決めて、「あなたならどうしますか。A
ですかBですか」と問い掛けます。そのとき、「わたしはどちらを選択します」
という選択結果をデジタルで確認できますが、デジタル回答は視聴者が（その
場にいなくても）参加することが可能なので、この方法はよく使います。
　たとえばですね。朝の駅で杖をついている全盲の視覚障がいの人が困ってい
たら、みなさんは声を掛けますかといったことを聞いたりします。では、みな
さんにも挙手で聞いてみましょうか。本当に正直ベースで、答えて下さい。「声
を掛ける人」そのまま「声を掛けない人」、皆さん忙しいという設定ですよ。
どれぐらいの人が声を掛けるのか聞いてみたいと思います。
　では、「私だったら声を掛けるな」っていう人、手を挙げてください。３人、
４人…７、８人。少ないですね。声を掛けない人は 7割ぐらいですね。手を
挙げていない人は、どうしようか迷っている人達かな。別にこれは、正解、不
正解がある訳ではなく、聞いてみただけなんですけど。では、次の問いかけで
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す。よくあるパターンで百貨店に行ってエレベーターを待っている。皆さん
は、1階に居ると思って下さい。地下から上がってくるエレベーターで 8階に
行かなければならない。その時に、たまたま隣に車椅子の人がいる。自分だけ
だったら入れるけれど車椅子の人だったら、ちょっと無理じゃないかなと思う
ときありませんか。僕はたまにあるんですけど、それが車椅子ではなくベビー
カーだったりすることもあるんですが。
　エレベーターが来て開いた時に、エレベーターに乗っている人に「この人
ずっと待っているので乗せてあげて下さい」って言える人いますか。声を出せ
る人ちょっと手を上げて下さい。私だったら言えるという人？　やっぱり、声
は出せないかなっていう人？　そう、僕も出せないかなって思うんですけど。
何を問い掛けたいかと言うと、その時に、車椅子の人はどう思っていたかとい
うことなんです。車椅子の人に聞いてから、「どうしましょうか」「声を掛けま
しょうか」と言える人はいますか。なかなかいないですよね。本当は、この車
いすの彼もしくは彼女が、どう思っているかって事が重要なんです。なぜなら
ば、「すみません。この人ずっと待っているんで（エレベーターに乗っている
人に）降りて下さい。」と声を掛けて、車椅子の人が乗ったときのその人がど
れくらいの気持ちになるのかってことなんです。「あ～、そこまでして…人に
迷惑をかけてまで乗りたくないな～」って思っているのかもしれない。いや、
それよりも、「本当に乗りたいと思っていたけど自分から声を掛けられなかっ
たので助かった」ということもあります。車いすの当事者の立場に立って少し
考えたらどうかっていうところを、番組ではやってきています。
【障害者差別解消法】
　「障害者差別解消法」というのが、平成 28年 4月 1日から施行されます。「障
害者差別解消法」とは、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
なのですが、例えば、障がいを理由として、レストランなどが入店を拒否して
はいけません。「あのー、車椅子の人は、うちではお断りしているんですよ」
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などと言ってはいけないということです。解消法であり禁止法ではないので、
民間は努力なのですが、国のサービスなどでは義務とされます。そして、今後
はそれに対する合理的配慮という言葉を耳にする様になるかもしれません。合
理的配慮とは、障がいのある人に対して配慮をしましょうということですね。
もし、店の入り口が段差になっていたら、そこにスロープを付けましょう。ス
ロープを付けるのが難しいのであれば、人力でその車椅子の人を店に入れてあ
げましょうといったことになります。例えば、情報サービスもそうですが、目
の見えない人が、文字が読めなくて情報にアクセスできないとき、その情報を
伝えるための合理的配慮が必要になります。また、耳の聞こえない人に対して
手話が必要ですなど、そのような配慮が国や行政に義務づけられ、民間では努
力になってきます。恐らく2020年のオリンピック、パラリンピックに向けて、
このあたりが進んでいくことと思われます。
　そこで、差別か配慮かってところですが、これがわかりやすい例ですといい
んですが、わかりにくい微妙なラインの所が、実はあって、こういった事は法
律では線引きできないところなので、ここら辺に心のバリアフリーが必要に
なってくるのではないかなと思います。では、差別なのか、それとも妥当な配
慮なのかという問題VTRを見ながら、皆さんと考えていきたいと思います。
＜差別 or配慮　レストラン　VTR＞
ナレーション：福点さんがやって来たのは、とあるレストラン。どうやら、外
食のときにモヤモヤするらしい。定員に案内されたのは出入り口付近の席。
実は、これが福点さんのモヤモヤの原因。
福点：（席に着く）なんかねぇ、視覚障がい者が、こう行くと、よう出入り口
付近にバーッと座らせてくれはることがあるんですわ。これがねぇ、もうモ
ヤモヤとすんね。（食事を始める。）
ナレーション：でも、味はどの席で食べても同じはず。と、その時、（席の隣
にあるレジの音が聞こえてくる。）字幕［レジの音が気になる］
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※店長「ありがとうございま～す」「ごちそうさまでした」会計を済ませた女
性客が出ていくとき、ハンドバッグが福点さんにぶつかる。
客：あっ、すみません。字幕［人の出入りが多い］
ナレーション：確かに、毎度この状態で食事をするのはつらいかも。字幕［落
ち着かない］
福点：ドアはバッタン、バッタンするし、賑やかやでぇ。何食ってても落ち着
かんし。出たり入ったり、出たり入ったりするしな、人。レジはチンチンチ
ンチン言うしさ。
ナレーション：福点さんとしては、空いている席があれば奥の席に座りたいと
いう。
福点：この店、みんなで和気藹々と賑やかやなぁ、お料理の匂いとお料理にお
うた音楽、こんなもんは僕らにとって大事やね。感じながら、やっぱり自分
の好きな奥の席に行きたいよな。
ナレーション：一方、店側にも出入り口付近の席に案内するのにはそれなりの
理由がある。
店長：ちょっと足元が危なかったりするので、やっぱりこう、長いこと歩いて
頂かない方がいいかなとか、何かにぶつかったりしないかなと配慮で入り口
付近みたいなんはあると思いますねぇ。
ナレーション：では、皆さんに質問。視覚障がい者がレストランで出入り口付
近の席ばかりに案内されるのって、不公平それとも妥当な配慮？
　生放送で問いかけたことを、また皆さんに、挙手で聞きたいと思います。皆
さん、考えて頂けましたでしょうか。不公平だと思う方、手を挙げて下さい。
「不公平」、そんなに多くないですね。10人ぐらいですね。「妥当な配慮」だ
と思う方、手を挙げて下さい。おお～、30人ぐらいですか。ありがとうござ
います。番組でやったときは、このあとパーセンテージが出るのですが、不公
平は 45パーセント、妥当な配慮だと思う方が 55パーセント。さっき言った
九州国際大学　国際関係学論集　第 11巻　第 1・2合併号（2016）
― 56 ―
みたいに妥当な配慮だと思う方の方が多い結果になっています。不公平だなと
思った方もう一回手を挙げてもらってもいいですか。ちょっと先生に聞いてみ
ようかな。
日比野氏：理由をお聞かせ頂きましょうか。
先生：快適さは人それぞれ違うので、レストランに入った時点でお客様が望ん
でいる快適な席が空いているのであれば、それこそどちらのお席がお望みで
すかと聞くのが、いちばん公平かなと思うのですが。
日比野氏：なるほど。不公平だと思った学生さん、もう一回手を挙げて。恥ず
かしがり屋が多いのかな。あ、そこにいたね。そこの彼に聞いてみようか。
なぜ、不公平だと思いましたか。
学生：お客様が望んでいる席に座ることが１番大事だと思ったからです。
日比野氏：なるほど。その通りだよね。あともう一人に聞いてみようかな。自
分の感想とかあったら聞かせて下さい。
学生：僕が考えたのは、お客さんがただ目が見えないというだけで席を指定
されるのは、不公平だと思います。その妥当な配慮に対する配慮とは、何に
対する配慮なのかを僕なりに考えたんですけど、それは奥の席に向かうとき
に、ほかのお客さんのテーブルに体が当たったりすることに対する配慮では
ないかと思うんです。ただ、その配慮は店員がどうにかカバー出来ると思っ
たので、そのお客さんがレジの近くで不愉快な思いをされるよりかは、奥の
席に座って違う雰囲気を楽しんでもらえた方が良いと思います。
日比野氏：では、妥当な配慮だと思った人。前の２人に聞いてみようか。どう
思う？　店員の言い分に納得した？
学生：はい。それと火事などトラブルがあった時に、全盲の方や障がいのある
人は避難がしにくいと思うので、それならば入口の近くに案内したほうがよ
いのかなと思いました。
日比野氏：そう、そんなことも思っているよね。隣の人は？
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学生：さっきの質問と重なるところがあって、障がい者の人がどういう風に
思っているのかというのをちゃんと店員さんはある程度想像して、お店の入
り口側に配慮したのだと思います。また、全盲の方は目が見えないからこそ
音が気になるという想像は店員さんの視点、健常者の視点からはなかなかし
づらいかなと思うところがあったので、妥当な配慮なのではないかと思いま
した。
日比野氏：なるほどねぇ。他に。君はどう思う？
学生：自分は不公平だと思います。身内に障がい者がいるのなら妥当な配慮も
理解できるからいいですが、店の方だとその人の障がいを理解することは難
しいと思うのでその方が不快だなと思ったなら、それは不公平ではないかと
考えました。
日比野氏：隣の君は？　どっち？
学生：こちら（店）側も、良かれと思ってやったことなんで。
日比野氏：わかりました。時間も押してきたので。
　恐らく日本人の難しい所というのは、「気遣い」それこそ「おもてなしの気
遣い」はどちらかというと奥ゆかしく伝えるスタイルが多いのですが、実際
は、当事者からするとやはり聞いてほしいなっていう意見は多いみたいです
ね。とはいえ、すべて聞いているかといえば、聞ける状況ではないというとこ
ろもありますが、今後、「障害者差別解消法」からいくと、まずは当事者の意
見を聞くことが大切になるかなと思います。ただ、この辺の微妙な範囲につい
ては、クリエイティブにプロデュースする方法からいえば簡単に答えを出さな
くても、よいのではないかなって思います。安易に答えを出しに行かないと、
常に、モヤモヤっとはするんですけど、考え続けるという事がとても大切なん
ですから。
　僕たちは（番組作りにおいて）「起承転結」ということを言われ続けている
のですが、うちの番組の場合は、モヤモヤした感じで皆さんの記憶に残っても
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らうことを狙った「起承転々
0
」という言い方をしています。起承転結の「結」
で結びつけずに、転がしてさらにもっと議論を深めていく。その意味で「起承
転々」ということをよく言います。これは結構大切です。僕たちが作っていく
「共生社会」というものに、たぶん理想はあると思いますが、正解というもの
は決してなく、誰かが模範解答として正解を提示できるなどというのはあり
えないことです。正解を出すことが大切なのではなくて、皆さんがその一つ一
つを、ひたすらに考え続けるということが最も大切なことではないかと思いま
す。最後に、バリバラの番組のモットーだけを伝えておきます。
　バリバラのモットーは「NO  LIMITS」。テレビ業界では、「ここまで、やっ
てはいけないんじゃないのかな」とか、「これ以上踏み込んだら、危ないので
はないか」といった領域に縛られがちなのですが、そこは一旦、リミッターを
外す。そして、「限界なしでやってみる」。ただ、何でもすべてOKかという
とそうではありません。たとえば、障がい者の性、いわゆるセックスについて
番組で取り上げることもありますが、ただ、それは、「これまでタブーだった
から、やっちゃおう」というわけではなく、それがなぜタブー視されていたの
かを、一回、ちゃんと自分の目で見て頭で考えるためにリミッターを外すとい
うことです。これが、結構重要なことで、共に共生社会を作っていくことにも
つながるのですが、何かを考えるときに、皆さんには是非、自分の目で、耳で、
そして、頭で感じながら、一回、「果たしてこれまで常識と言われてきたこと
は正しいのか」と問い直すところから始めて考え続けて頂ければと思います。
　最後までお付き合いくださいましてありがとうございました。
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講演者プロフィール
　NHK大阪放送局制作部　チーフプロデューサー
　　　　　　　　日比野和雅（ひびの・かずまさ）氏
【略歴】NHK大阪放送局にて「バリバラ～障害者情報バラエティー
～」（NHKEテレ日曜夜 7時～）チーフプロデューサー。出演者のほ
とんどが障害者で恋愛、仕事から、スポーツ、アートにいたるまで、
日常生活のあらゆるジャンルについて障害者が「本当に必要な情報」
を楽しく届けることをモットーにしている。これまでタブー視されて
いた障害者の性やお笑いのジャンルにも果敢に切り込み、新しい取り
組みとして高く評価されている。1964年生まれ、東京大学文学部卒。
　講演写真
講師　日比野和雅氏 檀上から下り学生に語りかける日比野講師
珍百景　階段付きスロープ（図 1） 珍百景　渡れない橋（図 2）
